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放射性同位元素 

核   種 63Ni 
数   量 555 MBq 
1台当り個数 1 

物理的状態 固   体 
化 学 形 酸化物、水酸化物、炭化物および蒸

気状のもの以外の無機化合物 

密封の状態 厚さ 6 mm 以上の 
ステンレス鋼の容器 

 

貯蔵容器 

種   類 線源容器 
構造および材料 ステンレス鋼 6 mm 以上 

標識を付する箇所 容器表面 
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使用者は使用の届出が受理される前に、販売業者または他の使用者から 

放射性同位元素を譲受してはならない。 
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事業者の区分 

免状取得に 
必要な試験等 
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5. 
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様式第二（第３条関係） 
整 理 番 号 （注１）   

 

 

 

 

 

 

 

放  射  性  同  位  元  素  の  使  用  届 
 

 

 

 

○年    ○月    ○日 

 

原 子 力 規 制 委 員 会  殿 

 

氏 名 （法人にあつては、その名称及び代表者の氏名） 

 

乙丸製作株式会社 

代表取締役社長  山田 太郎 

 

 

○印  

 

 

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第３条の２第１項の規定により放射性同位元素の使用を届け出ます。 

 

氏 名 又 は 名 称 乙丸製作株式会社 

法 人 に あ つ て は 、 そ の 代 表 者 の 氏 名 代表取締役社長  山田 太郎 

住 所 

 
郵便番号（○○○-○○○○） 

    東京都千代田区丸の内 一丁目一番 
 
 

電話番号（○○-○○○-○○○○） 

工 場 又 は 

事 業 所 

名 称 乙丸製作株式会社 延岡工場 

所 在 地 

 
郵便番号（○○○-○○○○） 
    宮崎県 延岡市西町 一丁目一番 

 
 
電話番号（ ○○-○○○-○○○○） 

事 務 上 の 

 

 

連 絡 先 

名 称 乙丸製作株式会社 

所 在 地 

 
郵便番号（○○○-○○○○） 

   東京都千代田区丸の内 一丁目一番 
 
 

電話番号（○○-○○○-○○○○） 

連 絡 員 の 氏 名 (注２) 

所属部課名（ 技術部技術第一課               ） 
立花 一郎         電話番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

ＦＡＸ番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

メールアドレス（ ○○○○○＠○○○○           ） 

 

 

 

 

 

使用の内容 密封された放射性同位元素の使用 

印 

登記簿抄本と全く

同じに書くこと 
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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さまざまな状況が考えられますので、記入に当って不明な点が生じた場合は、原子力規制委員会の担当官へ問い合わせて

ください。（3 ページ参照） 
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 機器に装備されている放射性同位元素 機器に装備されていない放射性同位元素 

種 

 

類 

 

及 

 

び 

 

数 

 

量 

 

(注３) 

 

核 種 63Ni    

物 理 的 状 態 (注４) 固体、単体 

化 学 形 等 (注５) 酸化物、水酸化物、炭化物及び蒸気状のもの以外の全ての無機化合物 

密 封 の 状 態 (注６) 
厚さ 6 mm以上の 

ステンレス鋼の容器 
   

１ 個 当 た り の 数 量 及 び 個 数 (注 7) 555 MBq    

合 計 数 量 1個    

放射性同位元素が機器に装備されている場

合には、その機器の種類、型式及び性能 

(注８) 

Agilent 7890ガス 

クロマトグラフ用

ECD 

（モデル G2398AD） 

   

使 用 の 目 的 薬品成分の検出    

使 用 の 方 法 (注９) 
7890 ガスクロマトグラフ上部に設置し、 

連続使用する 
  

使 用 の 場 所 (注 10) 研究棟機器分析室測定台（注を参照して記入のこと） 

貯

蔵

施

設

の

位

置

、

構

造

、

設

備

及

び

貯

蔵

能

力 

位

置 

地 崩 れ の お そ れ 周囲は平坦地で地崩れのおそれはない。 

浸 水 の お そ れ 近くに河川、池等がなく、窪地ではないので浸水のおそれはない。 

周 囲 の 状 況 
東側◯◯m離れて工場       南側◯◯m離れて一般住宅地 

西側◯◯m離れてグランド     北側◯◯m離れて一般住宅地 

貯

蔵

室

又

は

貯

蔵

箱 

貯 蔵 室 の 構 造 の 耐 火 性 

(注 11) 
 

貯

蔵

室

の

材

料 
区 分 

室 名 
壁 柱 床 は り 天 井 階 段 扉 窓 

         

         

貯蔵箱の設置位置、個数、 

構 造 及 び 材 料 （注 12） 
 

標 識 を 付 け る 箇 所  

遮
蔽
物 

遮
蔽
壁
そ
の
他
の 

施設内の常時立ち入る場所に対

する遮蔽           (注 13) 

ECD セル（ステンレス鋼）により、検出器表面の実効線量で 1週間につき 

1 mSv以下になるので、しゃへい物は設けない。 

工場又は事業所の境界及び 

工場又は事業所内の居住区 

域 に 対 す る 遮 蔽  (注 14) 

管理区域の境界から事業所の境界まで 25 m以上ある。 管理区域の境界から 

1 mの地点で 250 μSv/3ヶ月以下になるので、しゃへい物は特に設けない。 

貯 

蔵 

容 

器 

(注 15) 

種 類 及 び 個 数 ECD セル 1個    

構 造 及 び 材 料 (注 16) 
ステンレス鋼 6mm、 

耐火性 
   

標 識 を 付 け る 箇 所 
ガスクロマトグラフ 

本体の表面 1ヶ所 
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出 入 口 人が通常出入りする出入口   2 箇所  その他の出入口  なし  箇所(用途    ) 

閉 鎖 の た め の 設 備 又 は 器 具 検出器恒温槽内に固定 

管

理

区

域 

境界に設けるさくその他の施設  

標 識 を 付 け る 箇 所  

貯

蔵

能

力 

貯 蔵 室 又 は 貯 蔵 箱 (注 17)  

耐 火 性 の 容 器 (注 18) 
63Ni 

555MBq 1個 
   

 

 

 

 

 

 

．．

添付書類として、どのような書面、図面が添付されているかが一目でわかるように、このような一覧表を付けてください。 
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放 射 性 同 位 元 素 の 種 類 名 称 数 量 

密封された放射性同位元素 63Ni 555MBq 
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記入上の注意 

1. 縮尺・方位を記入する。 

2. 事業所の境界を青線で枠どりして明示 

する。 

3. 使用施設は，赤線で枠どりし，その中を

赤斜線でぬる。 

4. 最寄りの駅などから案内図を添付する。 

5. 周囲の状況が分かるようにすること。 

事業所の周辺地図の写しを合わせて添付

するとよい。この場合，事業所の境界を

赤で示し，見易くする。 



 16  TI 16A0A6-06 

ガスクロ 

マトグラフ 

ガ
ス
ク
ロ
 

マ
ト
グ
ラ
フ
 

注意事項 

 

注意事項 

 

標識 
63Ni555MBq×1 

 



 17  TI 16A0A6-06 

様式第三（第４条関係） 
整 理 番 号 （注１）   

 

 

放 射 性 同 位 元 素 の 使 用 変 更 届  
 

 

○年    ○月    ○日 

 

 

原 子 力 規 制 委 員 会  殿 

 

氏 名 （法人にあつては、その名称及び代表者の氏名） 

 

乙丸製作株式会社 

代表取締役社長  山田 太郎 

 

○印  

 

 

 

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第３条の２第２項の規定により放射性同位元素の届出使用に係る届出事項の変更を

届け出ます。 

氏 名 又 は 名 称 乙丸製作株式会社 

法 人 に あ つ て は 、 そ の 代 表 者 の 氏 名 代表取締役社長  山田 太郎 

住 所 

郵便番号（○○○-○○○○） 

東京都千代田区丸の内 一丁目一番 

 

 

電話番号（○○-○○○-○○○○） 

法第３条の２第１項の届出をした年月日（注２） ○ 年○ 月○ 日  届出番号○○○○○ 

工場又は 

事 業 所 

名 称 乙丸製作株式会社 

所 在 地 

郵便番号（○○○-○○○○） 

宮崎県 延岡市西町 一丁目一番 

 

 

電話番号（ ○○-○○○-○○○○） 

連 絡 員 の 氏 名（注３） 

所属部課名（ 技術部技術第一課               ） 

立花 一郎           電話番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

ＦＡＸ番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

メールアドレス（ ○○○○○＠○○○○           ） 

変更の内

容(注４) 

変 更 前 
ガスクロマトグラフ用エレクトロンキャプチャ・ディテクタ 63Ni 555 MBq 

 1台使用中。 

変 更 後 
ガスクロマトグラフ用エレクトロンキャプチャ・ディテクタ 63Ni 555 MBq 

 1台追加。(詳細別紙) 

変 更 の 理 由 有機塩素系化合物サンプルの増加に対応するため ECD を 1台増設する。 

 

印 
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 機器に装備されている放射性同位元素 

種 

 

類 

 

及 

 

び 

 

数 

 

量 

 

(注３) 

 

核 種 63Ni 63Ni   

物 理 的 状 態 (注４) 固体、単体 

化 学 形 等 (注５) 酸化物、水酸化物、炭化物及び蒸気状のもの以外の全ての無機化合物 

密 封 の 状 態 (注６) 
厚さ 3 mm以上の 

ステンレス鋼の容器 

厚さ 6 mm以上の 

ステンレス鋼の容器 
  

１ 個 当 た り の 数 量 及 び 個 数 (注 7) 555 MBq 555 MBq   

合 計 数 量 1個 1個   

放射性同位元素が機器に装備されている場

合には、その機器の種類、型式及び性能 

(注８) 

Agilent 6890 ガス
クロマトグラフ用
ECD（モデル G1533A） 

Agilent 7890 ガス
クロマトグラフ用
ECD （ モ デ ル 
G2398AD） 

  

使 用 の 目 的 薬品成分の検出 薬品成分の検出   

使 用 の 方 法 (注９) 
6890 ガスクロマト
グラフ上部に設置
し、連続使用する 

7890 ガスクロマト
グラフ上部に設置
し、連続使用する 

  

使 用 の 場 所 (注 10) 
研究棟機器分析室測

定台 

研究棟機器分析室測

定台 
  

貯

蔵

施

設

の

位

置

、

構

造

、

設

備

及

び

貯

蔵

能

力 

位

置 

地 崩 れ の お そ れ 周囲は平坦地で地崩れのおそれはない。 

浸 水 の お そ れ 近くに河川、池等がなく、窪地ではないので浸水のおそれはない。 

周 囲 の 状 況 
東側◯◯m離れて工場       南側◯◯m離れて一般住宅地 

西側◯◯m離れてグランド     北側◯◯m離れて一般住宅地 

貯

蔵

室

又

は

貯

蔵

箱 

貯 蔵 室 の 構 造 の 耐 火 性 

(注 11) 
 

貯

蔵

室

の

材

料 
区 分 

室 名 
壁 柱 床 は り 天 井 階 段 扉 窓 

         

         

貯蔵箱の設置位置、個数、 

構 造 及 び 材 料 （注 12） 
 

標 識 を 付 け る 箇 所  

遮
蔽
物 

遮
蔽
壁
そ
の
他
の 

施設内の常時立ち入る場所に対 
する遮蔽           (注 13) 

ECDセル（ステンレス鋼）により、検出器表面の実効線量で 1週間につき 

1mSv以下になるので、しゃへい物は設けない。 

工場又は事業所の境界及び 

工場又は事業所内の居住区 

域 に 対 す る 遮 蔽  (注 14) 

管理区域の境界から事業所の境界まで 25m以上ある。 管理区域の境界から 1mの地点で

250μSv/3ヶ月以下になるので、しゃへい物は特に設けない。 

貯 

蔵 

容 

器 

(注 15) 

種 類 及 び 個 数 ECD セル 1個 ECD セル 1個   

構 造 及 び 材 料 (注 16) 
ステンレス鋼 3mm、 

耐火性 

ステンレス鋼 6mm、 

耐火性 
  

標 識 を 付 け る 箇 所 
ガスクロマトグラフ 

本体の表面 1ヶ所 

ガスクロマトグラフ 

本体の表面 1ヶ所 
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出 入 口 人が通常出入りする出入口   2 箇所  その他の出入口  なし  箇所(用途    ) 

閉 鎖 の た め の 設 備 又 は 器 具 検出器恒温槽内に固定 

管

理

区

域 

境界に設けるさくその他の施設  

標 識 を 付 け る 箇 所  

貯

蔵

能

力 

貯 蔵 室 又 は 貯 蔵 箱 (注 17)  

耐 火 性 の 容 器 (注 18) （変更前） 63Ni 555 MBq × 1個  （変更後） 63Ni 555 MBq × 2個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

．．
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様式第四十一（第 31条関係） 
整 理 番 号 （注１）   

放射線取扱主任者  
選任 

解任 
届  

○年    ○月    ○日 

 

 

 

原 子 力 規 制 委 員 会  殿 

 

氏 名 （法人にあつては、その名称及び代表者の氏名） 

 

乙丸製作株式会社 

代表取締役社長  山田 太郎 

 

○印  

 

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第 34条第２項の規定により放射線取扱主任者の 
選 任

解 任 
を届け出ます。 

氏 名 又 は 名 称 乙丸製作株式会社 

法 人 に あ つ て は 、 そ の 代 表 者 の 氏 名 代表取締役社長  山田 太郎 

住 所 

 

郵便番号（○○○-○○○○） 

    東京都千代田区丸の内 一丁目一番 

 

 

電話番号（○○-○○○-○○○○ 

許 可 証 の 年 月 日 及 び 番 号 、 

法 第 ３ 条 の ２ 第 １ 項 の 届 出 を し た 年 月 日 

又 は 法 第 ４ 条 第 １ 項 の 届 出 を し た 年 月 日 

（注２） 

○ 年○ 月○ 日  届出番号○○○○○ 

工 場 又 は 事 業 所 

廃 棄 事 業 所 等 

（注３） 

名 称 乙丸製作株式会社 延岡工場 

所 在 地 

郵便番号（○○○-○○○○） 

    宮崎県 延岡市西町 一丁目一番 

 

電話番号（ ○○-○○○-○○○○） 

連 絡 員 の 氏 名（注４） 

所属部課名（ 技術部技術第一課               ） 

立花 一郎         電話番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

ＦＡＸ番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

メールアドレス（ ○○○○○＠○○○○           ） 

使  用 

販  売  業 

賃  貸  業 

廃  棄  業 

運 び 入 れ 

設  置 

開  始 

年  月  日 

（注５） 
○年    ○月    ○日 

被 選 任 者 の 氏 名 年 齢 選 任 年 月 日 職 務 上 の 地 位 免状の種類及び番号（注６） 

○○ ○○○ ○歳   ○ 年○ 月○ 日 
第一半導体課 

第１ 係長 

第 1種放射線取扱主任者免状 

第◯ ◯ ◯ ◯ 号 

被 解 任 者 の 氏 名 解 任 年 月 日 選 任 年 月 日 解 任 理 由 

   年 月 日   年 月 日  

印 
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様式第二十五（第 21条第２項関係） 
整 理 番 号（注１）   

 

 

放 射 線 障 害 予 防 規 程 届 

 

 

 

 

○年    ○月    ○日 

 

 

 

原 子 力 規 制 委 員 会  殿 

 

氏 名 （法人にあつては、その名称及び代表者の氏名） 

 

○ ○ 県 

県知事  ○ ○ ○ ○ 

 

○印  

 

 

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第 21条第１項の規定により、別紙のとおり、放射線障害予防規程を届け出ます。 

氏 名 又 は 名 称 ○ ○ 県 

法 人 に あ つ て は 、 そ の 代 表 者 の 氏 名 ○○県知事  ○ ○ ○ ○ 

住 所 

郵便番号（○○○-○○○○） 

    ○○県 ○○市 一丁目一番 

 

 

電話番号（○○-○○○-○○○○） 

許 可 証 の 年 月 日 及 び 番 号 、 
法 第 ３ 条 の ２ 第 １ 項 の 届 出 を し た 年 月 日 
又 は 法 第 ４ 条 第 １ 項 の 届 出 を し た 年 月 日 

（注２） 

○ 年○ 月○ 日  届出番号○○○○○ 

工 場 又 は 事 業 所 

廃 棄 事 業 所 等 

（注３） 

名 称 ○○県立放射線研究所 

所 在 地 

郵便番号（○○○-○○○○） 

    ○○県 ○○市 ○丁目○番 

 

電話番号（ ○○-○○○-○○○○） 

連 絡 員 の 氏 名 

（注４） 

所属部課名（ 技術部技術第一課               ） 

○ ○ ○ ○        電話番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

ＦＡＸ番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

メールアドレス（ ○○○○○＠○○○○           ） 

使 用 

販 売 の 業 

賃 貸 の 業 

廃 棄 の 業 

の 開 始 年 月 日 ○年     ○月     ○日 

 

印 
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資

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式第 20号（第 85条，第 86条関係） 

建設物  
機械等 

設置・移転・変更届 

  

事業の種類  事業場の名称  
常時使用する 

労働者数 
 

設置地  
主たる事務所 

の所在地 
 

計画の概要  

 種類等 取扱量 従事労働者数 

製造し， 又は 

取扱う物質等 
及び当該業務 
に従事する労 

働者数 

  

男 女 計 

   

参画者の氏名 
 参画者の経歴の 

概要 
 

電気使用設備の 
定各容量 Kw 

工事着手予定 
年月日 

 
工事落成予定 
年月日 

 

  年  月  日   

事業者     職     氏 名    印 
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様式第 2７号（別表第 7関係） 

放 射 線 装 置 摘 要 書 

  

事 業 場 の 名 称 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

放

射

線

装

置 

種 類 その他の放射性物質を装備している機器（記入例） 

用 途 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

台 数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

性 能 63Ni，555MBq×00個（記入例） 

上 覧 の 放 射 線 装 置 

に よ る 健 康 障 害 を 

防 止 す る た め の 

設備の概要 

ECDはガスクロマトグラフ（GC）本体に固定され、GCは使用施設の決められた場所で使用します。 

又 ECDはその容器表面で 300μSv／週以下となるので管理区域は設けない。 

（記入例） 
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．
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名称 

1. トップカバー 

2. シグナルワイヤーアセンブリ 

3. アノード/フェラル/ナット アセンブリ 

4. サーマルカバー 

5. サーマルカバークリップ 

6. 上部インシュレーション 

7. ネジ 

8. クランプ, 接続部 

9. 検出器パレット用ネジ 

10. 検出器パレット 

11. ネジ 

12. uECD 検出器アセンブリ: 

13. uECD ブロックインシュレーション 

14. uECD シールインシュレーション 

15. ネジ 

16. Makeup ガスアダプタ ウェルドメント 

アセンブリ 

17. フェラル 

18. カラムナット 

19. ネジ 

20. uECD 接続部アセンブリ 

21. uECD エレクトロメータ 

22. uECD 検出器シグナルボード 

23. ヒーター/センサーアセンブリ 

24. 上部ヒーターブロック 

25. 下部ヒーターブロック 

26. uECD マウンティングプレート 

27. キャップ保温材 

28. キャップアセンブリ 

29. タイゴンチューブ 

30. ベントライン 

31. チューブアダプタ 
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⑧ 

⑥ 

⑨ 

 

⑤ 

② 

④ 

⑩ 

③ 

①  

⑦ 

最小肉厚部 0.75 

φ5.3 

φ3.8 

4
6 

1
25
.
5 
±
 2
.7
 

5
1.
8 

盲キャップ 

アノードパージ入口 

チューブキャップ 

アノードパージおよび

キャリアガス出口 

線源 63Ni 555MBq 

(ニッケルプレート上にメッキ) 
肉厚 6.83 

φ6.65 

φ11.0 

φ12.82 

φ20.3 

φ31.5 

キャップ 

単位：mm 

番号 部品名 材質 

1 
エレクトロン・キャプチャ上部 

ブロックディテクタ容器 
ステンレス鋼 

2 
エレクトロン・キャプチャ下部 

ブロックディテクタ容器 
ステンレス鋼 

3 ネジ(4 本) ステンレス鋼 

4 O－リング モネル 

5 スプリングワッシャー ステンレス鋼 

6 フローガイド セラミック 

7 アノードリテイニングナット ステンレス鋼 

8 電極(アノード)* ステンレス鋼 

9 アノードフェラル ベスペル 

10 シールスペーサー ステンレス鋼 

＊ カソードは、2 のエレクトロン・キャプチャ容器 
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エ
ネ
ル
ギ
ー
〔

Me
V〕

 

アルミニウム中の最大飛程〔mg/cm2〕 
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7cm 

10cm 



 

 

 

 

 

www.agilent.com/chem/jp 

 

0120-477-111 

email_japan@agilent.com 

 

 

 

  

 

 

© Agilent Technologies, Inc. 2018 

Printed in Japan, May 1, 2018 

TI 16A0A6-06 

mailto:email_japan@agilent.com

